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校である。前２作の夜間中学も特別養護学校も競争

社会ではない。そこに学ぶ人たちは競争社会からの

落ちこぼれだが，競争のない学校でこそ心を解放さ

せ人間らしいつながりを得ている。今回の技術専門

校にも競争はない。資格を取るという目的に向かっ

て一緒に学んでいるから，共に学ぶ仲間に対して優

しくなれるし，困ったことがあると手をさしのべて

もやる。そこにこそ教育の場のあるべき姿があるん

じゃないでしょうか。

⑥未来はたまらなく不安な今の日本です。でもこの

映画の登場人物たちは教室で勉強しながら，時として

はほほえんだり，あゝ，俺は今幸せだ，と思う瞬間を

もったりするんです。その部分をこそ描きたい。

■『シネ・フロント』264 1998 OCT より

⑦ボクは職業訓練校というのは最近まで知らなか

ったのですよ。知らない人が多いんじゃないですか。

……公営で高齢者を主な対象としたこういう学校が

あるのは知らなかった。

⑧だから，これはほかのタイトルをつけてもよか

ったんですよ。でも，この話は『学校』パートⅢと

しても成り立つだろう。それだったら企画としては，

そのシリーズの一環として作ったほうがいいと思っ

たわけね。

⑨こんどは先生がすこし引っ込んでいますから

ね。あの学校は事実としてそういうふうに運営され

てるんですよ。

⑩なんだかんだで，ボイラー技士の資格試験は合

格するんです。授業は難しくて訳がわからなくなる

んだけど，車の免許と同じで，ポイントを押さえ，

ヤマをかけさせて試験を行うから，みんななんとか

パスするわけです。問題は就職なのね。３～４年前

まではなんとか８割から９割，就職できていたそう

です。しかし，去年あたりは就職率は５割になっち

ゃったといいます。……映画ではだいたい就職でき

たことになっていますが，現実は映画よりすこし厳

しいようです。

⑪（でもラストのあたりにくると，見ていてなん

とかなるんじゃないかと思えるんですね。）

そう見てほしいのね。彼女は乳ガンになって手術

室に入るとき，見舞いにきた職業訓練校の同窓の

オジさんたちに自分の身を委ねようと思うし，オ

ジさんたちも委ねられることによって，なんとか

してやろうという気になる。僕は人間社会とはそ

ういうふうにできていると思うんですよ。

■『プレジデント』1998年11月号「本当の勝負時

を迎えるために今，やっておくべきこと」より

⑫この映画は職業訓練校が舞台になっているん

ですが，実はヒントになったＮＨＫのドキュメン

タリーがあるんです。職業訓練に高齢者教室とい

うのがあって，そこでは50歳前後の人たちがビル

管理会社で働くべく，ボイラー技士の資格を取る

ための勉強をしているんですね。

⑬そこには大企業をリストラされた人もいれば，

町工場経営者や職人上がりもいる。そのドキュメ

ンタリーでは，一流企業のバリバリの営業課長だ

った人と革のなめし職人の２人に焦点を当ててい

るんです。職人さんは計算とか化学記号とかが苦

手だから，見かねて営業課長さんが教えてやるこ

とになる。職人さんが無事試験に合格して，営業

課長さんに電話しながら涙ぐむんですね。「ありが

とう。あんたに真っ先に知らせたかったよ」。見て

いて実に気持ちいい友情関係なんですが，ドキュ

メンタリーでは私生活を撮っているところもあっ

て，それを見ると，職人さんのほうが生活の中身

が豊かなんですね。もちろん経済的には貧しいん

だけど。

⑭（職人さんのほうは）魚釣りやカメラが好き

で，料理も上手と，多趣味なんです。倅は高卒で

もう就職していて勢いがよくって，親子も仲がい

い。一方の元課長さんは，もう典型的な小市民風

の暮らしで，息子も大学の受験勉強をやっている。

比べてみると，職人さんのほうがどう見ても楽し

く生きているのですね。

◇

評論や監督がほとんど取り上げていないが私が

感心させられたセリフは，元部長がリストラにあ

い，友人にも冷たくあしらわれて憤慨し，酔いつ

ぶれて予備校生の息子に話すときである。「お前が
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コックになりたいと言ったとき，大学だけは出ろと

言ったが，なぜあんなことを言ったか後悔している。

大学を出てサラリーマンになるだけが能でない」と。

実はこの言葉をはいた次の日から，元部長は心を開

いて訓練校の仲間たちとも溶け込むのである。この

ような意識を持つことの重要性を山田監督は語らせ

ている。

以上の紹介のように，一般の人々が気づかない点

に鋭く注目されていることがわかる。さすがに芸術

家だと思う。④や⑧にもあるように，「職業訓練校

も学校の１つと考えたい」とする見方も多くの日本

人にはない視座であり，まず敬意を表したい。ただ

残念ながら，しかしやむを得ないことと思うが，こ

の「学校」と「職業訓練校」との関係のとらえ方に

私としては不満が残った。この視座は日本人的教育

観，学校観が前提になっている。本来は「学校Ⅲ」

が取り上げた職業訓練校のような教育訓練的営み

が，「庶民の学習施設としては」という限定が必要

ではあるが，本来の学校であったはずである。この

ような見方については，日本人の編集した英和辞典

ではなく，英米人の編集した英英辞典でEducation

の意味を見ればおわかりいただけるはずである。

「学校Ⅲ」は離転職者訓練を主題にしているため，

監督の若年者訓練に対する見方はやや辛い。“進学”

のための知識のテストで“落ちこぼし”された子ど

もたちが，進学校とは異なる職業訓練校において，

自分の職業的自立をめざして生き生きと学習してい

るのも事実である。中学で登校拒否児であった生徒

が職業訓練校で皆勤賞を取り，修了後も勉学に意欲

を示している例も少なくないのである。

いずれにしろ，「学校Ⅲ」により職業訓練は今後

注目されるだろう。今，「学校Ⅲ」を超える職業訓

練の実践が求められているといえる。




